純粋 演劇の 問題 

—— わが 新劇 壇に 寄ォ 
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戯曲 を も 含めて —— に 於ての み - J の 運動が 中途半端の 

まま 葬り去られよ うとして ゐる 現象 は、 どうした もの 

であらう。 

実際、 私の 知る 範囲で は、 「演劇の 純化」 を 標榜す る 

フランス 自由 劇場 以後の 諸 運動 乃至 その 指導者 も、 未 

だ 嘗て、 「純粋 演劇」 とい ふ 問題に は 触れて ゐ ないやう 

である。 僅かに、 ゴ ォヅン . クレイグが、 その 理想家 

的 感傷 を もって、 「演劇の 独立」 を 叫んで はゐ るが、 そ 

の 実、 「演劇 をして 演劇の みの 演劇たら しめる」 主張 は、 

単に、 舞台より 「文学」 を 排除 するとい ふ 空漠た る 目 

的の ために、 却って、 演劇の 生命 を 稀薄に し、 而も 実 



と 待ち 構へ てゐ るので ある。 

で、 私 は 先づ、 自分の 仕事 を 始める に 当って、 一 つ 

の 意見ら しい もの を 公表した。 これ は、 巴 里に 於け る 

ヴィ ユウ. コロン ビエ 座の 運動から 暗示 を 得た 「演劇 

の 本質 主義」 とも 名づ くべき もので、 ジャック. コポ 

ォの 理論 は 第二と して、 その 仕事から 直接、 ある 意味 

を 嗅ぎ出して、 私 流に 解釈した 独断に 類す る もので あ 

つた。 この 「本質 主義」 なる ものの 説明 はこ こで 繰リ 

返す 煩 を 避ける が、 要するに 「純粋 演劇」 への 明らか 

な 趨向 を 示した つもりであって、 その 論旨の 中枢 は、 

かの 「ドラマチック」 なる 語の 再検討で あり、 従来の 



これ を、 私の 見解に 照せば、 彼 は、 演劇 精神の 伝統 

を 現代に 活かす 以外、 如何なる 手段 も、 如何なる 材料 

も、 今日の 舞台に 生命 を 与へ る ことができない ことに 

気づいた 一 人であって、 銜学的 軽業師の 尊大な 新 理論 

よりも、 各 時代の 要求に 応じて 生れ、 それぞれの 時代 

の 舞台 的 革新に 役立った 不朽の 劇的 作品 を 信じ、 古典 

は それ 自身と して 現代に 再生す る こと はでき なくても 

そのな かに 含まれて ゐる 要素、 即ち、 「戯曲でなくて は 

現 はせ ない もの」 の 実体 を摑 むこと により、 「永遠に 新 

しい 美」 とい ふ ものが、 今日の 時代に 於て、 如何なる 

姿 を 取る ベ きか を教へ られる だら うと 感じた ので ある _ 



な 創造的 特質 を備 へて ゐ たこと は 争へ ない として、 然 

らば、 戯曲 作家が、 何故に、 文学の 他の 様式 を 選ばず 

に、 この 様式 を 選んで その 思想な り 感情な リを 盛らう 

としたか、 また この 戯曲なる 様式の 舞台 化から、 新た 

に 何 を 求めよう としたか、 さう いふ 点 を はっきり させ 

た 批評家 は殆ん どない と 云って いい。 コ ポオ は、 戯曲 

文学 を 対象と して、 この 点 を 重大視した やうに 思 へ る _ 

言ひ換 へれば、 文学と しての 文学から、 文学 そのもの 

の 特質 を 引出す 代りに、 只管、 舞台 的 生命たり 得る も 

の を 引出さう としたの である。 彼 は、 しかし まだ、 同 

時に 文学の 要素 をも棄 てきる こと はでき なかった。 否 



これが つまり、 私の 云 ふ、 ヴィ ユウ -コ ロン ビエ 座 

の 運動が、 「演劇の 純化」 を 標榜しながら、 「純粋 演劇」 

とい ふ 問題の 一歩 手前で、 先づ、 その 理論的 進展 を 中 

止した 原因で あらう と 思 はれる。 

さて、 それで は、 「純粋 演劇」 とい ふ 立場から、 われ 

われ は、 今、 何も 問題に する こと はない かとい へば、 

決して さう ではない。 殊に、 わが国の 現状 を 顧みれば、 

この 問題 は 寧ろ、 欧洲 諸国よりも 先に 解決せられ るべ 



きで あると 思 ふ。 なぜなら、 これ こそ、 今日の 新劇 を 

して、 一 応、 自分た ちの 姿 を 正視させる ことに 役立ち、 

同時に、 演劇の 本質なる もの を、 裸の まま、 吟味す る 

機会が 与 へられる であらう から。 

この 限られた 記述の 中で、 私の 所論 を 的確に 要約す 

る こと は、 甚だ 困難で ある やうに 思 ふ。 ただ、 「純粋 演 

劇」 と は 如何なる もので あるか を 理論 づける 上に、 先 

づ、 文学に 於け る 純粋 詩、 純粋 小説 (ブレモン、 ヴァ 

レ リイの 詩論 及び 作品、 ジ イド、 プル ゥ ストの 評論 及 

び 小説)、 造形美術に 於け る 印象派 以後の 運動、 音楽に 

於け る 交響楽の 原理 殊に ドビュ ッシィ の 手法、 映画に 



しい 生命 を 見出す こと は、 それ以上の 深い 根拠が なけ 

れ ばなら ない。 

要するに、 「純粋 演劇」 の 見本なる もの は、 将来、 無 

数に 示される ものと 予想して、 さて、 これに 伴って、 

「純粋 戯曲」 なる ものが 現 はれて 来る であらう とい ふ 

こと も考 へられる。 或は、 この 方が、 先に 現 はれる の 

ではない かと も 思 ふが、 それ は それと して、 私 は 差し 

当り、 自分の 仕事と して、 これに 向 ふ 一 つの 道 を 開拓 

する， J とに 興味 を 感じて ゐる。 

私の これまで 発表した 貧しい 作品が、 殆ん どす ベて、 

その 方向 を 見極める ための、 右往左往であった とも 云 



揮した からだ。 この 消息 を 自覚し、 遅蒔きながら、 r 演 

劇の 本質」 を 探究して、 自分た ちの 仕事 を 建て直す 意 

気 さへ あれば、 彼等 はま だ 救 はれる の だ。 見物た る 諸 

君 も、 救 はれる の だ、 われわれ 作者 は 勿論 …… 」 

新劇 関係者の 一 人が、 若し 仮に 私を捉 へて、 かう い 

ふ 詰問 をした とする —— 「君 は、 本質 本質と 云 ふが、 

一体、 何 を 指して 本質と いふの か。 君 は、 コ ポオと や 

らの 言を藉 りて、 演劇の 本質 は、 古今の 偉大な 戯曲 中 

に 含まれて ゐ ると いふが、 われわれ は、 その 偉大な 戯 

曲 を これまで 屢々 手がけて 来た。 そして 成功して 来た。 

だから、 今猶、 それ を 全世界に 探し 求めて ゐ るの だ。 



つたので はない。 とかく、 「純粋」 などと いふ 言葉 はさ 

う 聞え 易い が、 少く とも 「演劇」 にあって は、 「純粋な 

もの」 を 見せる 努力が 一 層 芝居 を 「面白く する」 最大 

要件で ある こと を 私 は 断言して 憚らない。 (一九 三 

三 - 二) 
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